
1．治療対象の疾患

【変形性膝関節症】

変形性膝関節症は関節軟骨の老化、肥満や素因（遺伝子）、また骨折、靱帯や半月板損傷などの外
傷、化膿性関節炎などを主因として発症します。

例えば、加齢によるものでは、関節軟骨が年齢とともに弾力性を失い、使い過ぎによりすり減り、
関節が変形していきますが、同時に分子レベルでも組織修復のバランスの破綻が生じ、疼痛やさら
なる関節の変形が促進されます。PRPは主にこの分子レベルでの組織修復のバランスを整える働き
を示し、疼痛低減や現状以上の変形の進行を食い止めることを目的としています。

【スポーツ関連疾患（外傷・変性・肉離れ・アキレス腱炎・野球肘・テニス肘等）】

組織自体が持つ再生能力を超えて、組織への繰り返しの力学的な負荷が積み重なると組織が“変性”

してしまい、なかなか治りにくい環境になってしまうことがあります。PRPはこれらの痛んだ組織
の細胞を刺激することにより、より正常に近い環境の組織に近づけ、機能を改善することを目的と
しています。

また、スポーツを行っており、捻挫や肉離れ等の症状があり、少しでも早期復帰を望む方も適応と
なる場合があります。

２．受診の流れ

①本治療の適応であるかを診断するために、まず、整形外科外来で、通常診療いたします。

②予約及びお問合せは、左記までお願いします。⇒ 予約専用番号： ０８８ー８７３ー３８０６

③診療の結果、適用の場合は、改めて多血小板血漿（PRP）治療の予約をしていただきます。

⇒ＰＲＰ治療は、毎週、火・木曜日 １６時～１７時に、整形外科外来で行います。

３．費用について
本治療は保険外診療（自由診療）となり、治療費用は、以下の通りです。疾患・症状により複
数回の治療が望ましい場合もありますので、詳細は診察時に担当医にご相談ください。

注射1回あたり： 80,000円（消費税別）

注射2回(同時に実施時)： 150,000円（消費税別）

細木病院・整形外科

多血小板血漿（PRP療法）開始のお知らせ

２０２０年９月吉日

この治療は、ヴィヴィアン特定認定再生医療等委員会及び清悠会特定認定再生医療等委員会により調査・審議が
実施されています。なお，当院が再生医療等の提出を済ませた医療機関であることは，厚生労働省の「各種申請書
作成支援サイト」というウェブサイトの「情報等の公開」にある「届出された再生医療等提供計画の一覧」ページ
にも公表されています。

当院・整形外科では、９月１日（火）よりPRP療法を開始します。

【多血小板血漿（PRP）療法とは…】
患者様の血液を採取し、組織の再生に関連する成分を抽出、疾患のある部位に投与すること
で、“患者様自身の身体がもつ修復力”をサポートすることで改善に導く治療方法です。自分
の血液を用い、治療も少量の採血及び注射のみなので、重篤な副作用がなく、身体的負担も
少ないことが特徴です。但し、保険外の自由診療となります。


